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道
路
交
通
法
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
聴
取
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
新
旧
対

照
条
文

○

道
路
交
通
法
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
聴
取
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
）
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

当
事
者

法
第
五
十
一
条
の
四
第
六
項
、
第
七
十
七
条
第
六
項
、
第
九
十
条

一

当
事
者

法
第
五
十
一
条
の
四
第
六
項
、
第
七
十
七
条
第
六
項
、
第
九
十
条

第
四
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次

第
四
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
百
四
条
第
一
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
二

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
百
四
条
第
一
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
二

第
六
項
及
び
第
百
七
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号

第
六
項
及
び
第
百
七
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
通
知
を
受
け
た
者
（
法
第
五
十
一
条
の
四
第
七
項
の
規

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
通
知
を
受
け
た
者
（
法
第
五
十
一
条
の
四
第
七
項
の
規

定
に
よ
り
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

定
に
よ
り
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
者
を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
百
四
条
の
二
の

る
者
を
含
む
。
）
又
は
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
免
許
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
の
効
力
の
停
止
（
第
十
四
条
第
三
項
に
お

効
力
の
停
止
（
第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
「
仮
停
止
」
と
い
う
。
）
若
し
く

い
て
「
仮
停
止
等
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い

は
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の

て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
及
び
原
動
機
付

規
定
に
よ
り
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
の
禁
止
（
第
十
四
条
第
三

自
転
車
の
運
転
の
禁
止
（
第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
「
仮
禁
止
」
と
い
う
。

項
に
お
い
て
「
仮
禁
止
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
を
い
う
。

）
を
受
け
た
者
を
い
う
。

二

代
理
人

当
事
者
の
委
任
を
受
け
当
事
者
の
た
め
に
法
第
百
四
条
第
一
項
の

二

代
理
人

当
事
者
の
委
任
を
受
け
当
事
者
の
た
め
に
法
第
百
四
条
第
一
項
の

意
見
の
聴
取
（
以
下
「
意
見
の
聴
取
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
五
十
一
条
の
四

意
見
の
聴
取
（
以
下
「
意
見
の
聴
取
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
五
十
一
条
の
四

第
六
項
、
法
第
七
十
七
条
第
六
項
、
第
九
十
条
第
四
項
、
第
百
三
条
の
二
第
二

第
六
項
、
法
第
七
十
七
条
第
六
項
、
第
九
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
百
三
条
の
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項
（
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く

二
第
二
項
（
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

は
第
百
四
条
の
二
の
三
第
二
項
の
弁
明
（
以
下
「
弁
明
」
と
い
う
。
）
に
関
す

の
弁
明
（
以
下
「
弁
明
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
一
切
の
手
続
を
す
る
こ
と
が

る
一
切
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
い
う
。

で
き
る
者
を
い
う
。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
弁
明
の
方
式
）

（
弁
明
の
方
式
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
弁
明
を
録
取
す
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
弁
明
録
取
者
」

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
弁
明
を
録
取
す
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
弁
明
録
取
者
」

と
い
う
。
）
は
、
弁
明
の
日
時
の
冒
頭
に
お
い
て
、
予
定
さ
れ
る
処
分
又
は
仮
停

と
い
う
。
）
は
、
弁
明
の
日
時
の
冒
頭
に
お
い
て
、
予
定
さ
れ
る
処
分
又
は
仮
停

止
等
若
し
く
は
仮
禁
止
の
内
容
及
び
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
並
び
に
そ
の
原
因

止
若
し
く
は
仮
禁
止
の
内
容
及
び
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
並
び
に
そ
の
原
因
と

と
な
る
事
実
を
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
に
対
し
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
る
事
実
を
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
に
対
し
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

指
定
自
動
車
教
習
所
等
の
教
習
の
基
準
の
細
目
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

大
型
二
輪
免
許
及
び
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
技
能
教
習
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

５

大
型
二
輪
免
許
及
び
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
技
能
教
習
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

府
令
第
三
十
三
条
第
四
項
第
一
号
ヘ
の
規
定
に
よ
り
行
う
教
習
は
、
別
表
第

一

府
令
第
三
十
三
条
第
四
項
第
一
号
ヘ
の
規
定
に
よ
り
行
う
教
習
は
、
別
表
第

三
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
教
習
で
あ
っ
て
、
自
動
車
に
よ

三
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
教
習
で
あ
っ
て
、
自

る
教
習
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

動
車
に
よ
る
教
習
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

二

府
令
第
三
十
三
条
第
四
項
第
一
号
ト
の
規
定
に
よ
り
行
う
教
習
は
、
別
表
第

二

府
令
第
三
十
三
条
第
四
項
第
一
号
ト
の
規
定
に
よ
り
行
う
教
習
は
、
別
表
第

三
第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
教
習
で
あ

三
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
教
習
で
あ
っ
て
、
カ

っ
て
、
カ
ー
ブ
に
お
け
る
安
全
な
速
度
で
の
走
行
そ
の
他
の
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー

ー
ブ
に
お
け
る
安
全
な
速
度
で
の
走
行
そ
の
他
の
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ

タ
ー
に
よ
り
行
う
こ
と
に
よ
り
自
動
車
に
よ
る
教
習
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ

り
行
う
こ
と
に
よ
り
自
動
車
に
よ
る
教
習
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
。

が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
。

６
～
８

（
略
）

６
～
８

（
略
）
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○

運
転
免
許
の
拒
否
等
の
処
分
の
基
準
に
係
る
身
体
の
障
害
の
程
度
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
身
体
の
障
害
の
程
度
）

（
身
体
の
障
害
の
程
度
）

第
一
条

道
路
交
通
法
施
行
令
別
表
第
二
の
三
の
表
及
び
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

第
一
条

道
路
交
通
法
施
行
令
別
表
第
二
の
三
の
表
及
び
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
身
体
の
障
害
の
程
度
（
次
条
に
お
い
て
単

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
身
体
の
障
害
の
程
度
（
次
条
に
お
い
て
単

118

115

に
「
身
体
の
障
害
の
程
度
」
と
い
う
。
）
は
、
次
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、

に
「
身
体
の
障
害
の
程
度
」
と
い
う
。
）
は
、
次
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
別
表

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
別
表

第
一
又
は
別
表
第
二
に
該
当
す
る
後
遺
障
害
（
以
下
「
自
賠
法
後
遺
障
害
」
と
い

第
一
又
は
別
表
第
二
に
該
当
す
る
後
遺
障
害
（
以
下
「
自
賠
法
後
遺
障
害
」
と
い

う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
自
賠
法
後
遺
障
害
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
表
が
保
険
金
額

う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
自
賠
法
後
遺
障
害
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
表
が
保
険
金
額

と
し
て
定
め
る
金
額
が
同
令
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
定
め
る
金
額
以
上
と
な

と
し
て
定
め
る
金
額
が
同
令
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
定
め
る
金
額
以
上
と
な

る
場
合
に
お
け
る
障
害
の
程
度
と
す
る
。

る
場
合
に
お
け
る
障
害
の
程
度
と
す
る
。


